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リルケにおける「子ども」の問題

松 尾 寿

DasKindproblembeiR.M・Rilke

HisashiMATsuo

(昭和46年10月30日受理）ゴ

ども， 自己を顕示したい恋愛の時期の発言であることを

考えれば，事実性は疑わしく， こうした時期にはこの程

度の創作は可能である。

ブッデベルクは， これを「後になるほど，事件が現実

性を帯びてくる(5)」と説明している。 リルケの資質から

見て，一応考えられることではあるが，手紙にも初期の

詩にも幼年時代の苦痛についての記述がないのは， 「そ

の苦痛が堪えられないほどのものであったことの証明で

ある(6)」と断定するのは， 一般的常識的すぎるであろ

う。これは，後年のリルケの発言を事実として疑わぬと

ころから生まれる結論である。ポルノウの「当時の体験

をそれほど大事なものとは受けとっておらず，詩作の上

にも， 価値あるものとは思っていなかった(7)」という

考えは，当時の体験の質を問題にしなければ，このとお

りであろう。だが，現実に常に見ていた美が，ある日突

然発見されるように， 「幼年時代の悲惨さが実際にあっ

て， 後にようやく見出される」 ものであるものかどう

か。また幼年時代の重大性を不意に理解して，その悲惨

さを，かつての姿のまま再現できるものであろうか。

本来，回想そのものは，単純な過去の事件の復帰と考

えることはできないものである。 「それは模写ではもち

ろんなく，過去の更生である。しかも創造的及び構成的

過程を含んでいる(8)」のが通常である。後に述べるリ

ルケの芸術と幼年期との強い緊張関係は，他の詩人の場

合と著しく異なることを考えれば，時間を単純に過去へ

戻すことは到底できない。したがって，彼の証言から単

純に帰納して，幼いリルケを殉難の主人公に見たてるこ

とには無理が生じてくるであろう。

彼の幼年学校時代を， 以上のように， 殉難の時代と

とらない立場で， 彼の詩および手紙にあらわれている

Kind・Kindheitを，彼の芸術観とその方法と関係づ

リ

（1）

リルケの幼少時の環境と体験とはすでによく知られて

いるところである。早世した姉の代りに五歳ごろまで，

女装で育てられたこと，人形で遊ぶことがいちばん好き

だったこと，異常な性格の母に愛され，常に演技を強い

られたこと，対社会的には，彼の一家の生活はうそいつ

わりの虚栄のそれであったことなどである。象徴的に言

えば， 「家族なき幼年時代(1)」である。家族に愛されな

がら，家族を持たぬ生活の延長上に，彼の幼年学校(2)

入学が決定される。この罪深い決定は，当時すでに両親

の別居という事情と考え合わせると，到底理解しがたい

のであるが，ここではそのせんさくはしない。

1886年に始まる十一歳に満たぬうちからの幼年学校の

生活は，彼のような性格の所有者にとっては，苦痛きわ

まるものであったことは，十分想像されることだが，そ

してこのことは，後年彼自身がいくたびとなく手紙に書

きしるしているところでもあるが， 「その苦痛の質と実

態がどのようなものであるかについて検討を忘れてはな

らない(3)」のは当然である。 というのは，多くの論者

が，後年のリルケの発言をそのまま受取って過去の事実

として，疑いを持たないのが常だからである。彼自身の

発言は，後年の彼にあっては真実であったかも知れない

が，伝記的事実であったかは不明なのである。

幼年学校在学時の母宛の手紙などに苦痛の反映があま

り見られず，かつて彼の在学した幼年学校の教育はプロ

イセンのそれと比較しても穏やかであり，国語の時間に

自作の詩の朗読も可能であった諸事実(4)から見ても，

後の彼の証言にあるような『死の家の記録』的生活であ

ったかどうかには疑問が残るのである。幼年学校退学後

の恋人ヴァリー宛の手紙に出てくる当時のエピソードな
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けながら考察し，最後に再びこの問題に戻り論じること

にする。

寿

ケにとっては， こうしたマイナスの欠如態を積極的にと

り上げていくことによって全一の世界への参入を願った

のであるから。

また1920年に成った無題の幼年時代を中心にうたった

詩は，示唆するところ多い内容を含んでいる。

Lassdir, da6Kindheitwar, diese

namenlose

TreuederHimmlischen,nichtwiderrufen

vomSchicksal,

selbstdenGefangenennoch, derfinster

imKerkerverdirbt,

hatsieheimlichversorgtbisansEnde.

Dennzeitlos

haltsiedasHerz．……Schutzlos

istsiewiewir,wieTiereimWinter,

schutzlos. (2. 130)

ここでは前詩とは違って，漠然とした予感的な表現で

はなく，幼年時代そのものを積極的にとり上げ，不安の

所有者である子どもを肯定した強い表現になっている。

上の詩のあとに続く .｢幼な時はわれわれより安全でもな

く，いたわられているのでもなく……守りがないのだ…

…まるで幼な時それ自身が脅かすものであるかのよう」

な幼年時代が， 「暗い牢屋で死んでゆく囚人をさえ」最

後まで養う。ここの｢われわれ」は大人を指すことはも

ちろんである。この守りがなく，それ自体が脅かすもの

ほど守られていないという表現は，実体が極限に至ると

きに， リルケが好んで用いる方法であるo 『マルテの手

記』では，マルテが夜の闇に不安でおびえているとき，

母が明かりをもってはいってくると，母は不安を呼び起

す静寂の反対のざわめきそのものになる｡明かりを置く

と，母は明かりそのものになる。つまり愛そのものにな

る。

（2）

『形象詩集』のなかに1905～1906年に成った''Kind-

heit〃という詩がある。

DarinntderSchulelangeAngstundZeit

mitWartenhin,mit lauterdumpfen

Dingen.

OEinsamkeit,OschweresZeitverbringen･･

Unddannhinaus:dieStraPenspriihnund

klingen

undaufdenPlatzendieFontanen

●

sprlngen

undindenGartenwirddieWeltsoweit.

Unddurchdasallesgehnimkleinen

Kleid,

ganzandersalsdieanderngehnund
●

glngen.

OwunderlicheZeit,OZeitverbringen,

OEinsamkeit.…… (1. 384)

イ

幼年時代の不安と孤独と悲しゑをうたった詩であるが

後にリルケの重要な詩のモティーフになるものが，三つ

もそろってうたわれているのは珍しく，注目すべきであ

る。それは「噴水」であり，ときおり通る「犬」であり，

青ざめた顔をうつす「池」である。 この噴水，犬，池

（外界をうつし出すものとして「鏡」の類縁として多

用される）などは， リルケが後年自己の理想の世界をう

たう際に欠かすことのできない詩材である。この三つの

モティーフを簡単に言えば，「噴水」は上昇と落下のは

てしない連続のうちに， 自己の完結性を所有しているも

のであり， 「犬」は全一の世界にはいりうる段階であり

「池」は「本当の物たちが，一度もまだ持たなかった真

実味をおびてくる場所」（1. 534）である。ここでも同

一の意味をそれぞれになわせられている。だから，学校

からの帰り,孤独を感じるとき，噴水がのぼるところに

来ると，少年には「世界が大きくなる」し，家のそばを

ときおり通る一匹の犬に出会うと，今までの「恐怖はし

たしいこころに入れかわる。」，いま過去の総体を思い

出し，真実をとり戻したいときに，浮かんでくるのは，

昔「池の面にうつっていたあの小さな青ざめた顔」なの

である。ここで, .子どもは不安と孤独の存在であるから

こそ，かえって全一性をもったものに近づけることが直

観的に予感されている点に注目したい｡なぜなら， リル

（
DuziindesteinLicht an,und

Gerauschbistdu．……Unddu

hin, 1angsam,undesistkein

dUbistes, dubistdasLicht･･

schondas

stellst es

Zweifel :"

ノ

(6. 778）

しかし， ここでは，その母の大きな愛でさえも,幼年

時代のSchtzlosはなだめられず， かえってそれこそ

が危険なこと，世界の完全な純粋な危険(dieganze

reineGefahrdungderWelt)となる。外へ向いてい

る大人たちとは違って，内へ向いている幼年時代はjそ

の危険の中心のように，その中に立っていて，その危険

を窮極まで恐怖している存在なのである(9)。 したがっ
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ある。先の1920年の詩で「幼な時を誰が守ってくれる

か」と問うと，母が「Ich」と答え， つづいて「私は

あの子の前世でした」 (IchwarVor-Welt.)の意

味も,第三悲歌と根本で通じている。母は子どもを理解

していないのである。 リルケは， この血の伝統の流れと

芸術にとの関係について明確に次のように述べている。

「創造者となり，生永，形成しようという考えは，それ

が世の中において絶えざる実証と実現を承ない限り，無

です。物たちや動物たちからの幾千もの賛同がない限り

無です。－そして，そういう考えの楽しさは，それカミ

代々受けつがれて来た幾百万もの生殖と分娩との記憶に

充ち満ちているからこそ， こうも筆絶に尽し難いほどに

美しく,豊かなのです｡｣(1903.7. 16)こうして見て

くるとリルケの詩作の根本には,dieFlutderHer-

kunft-Kindheit(Schutzlos,Angst)-die

Kunstの密接な関係のあることが明らかに認められよ

う。

しかし，詩作する主体である人間（大人）は，貴重な

ものを失なって，形象を持たず，絵巻物の中に織りこま

れた一本の糸のようになった自己を嘆きつづけなければ

ならない。そしてそこに生きていることに「心を乱して

いる」（1. 511)のである。 リルケは「心乱している」現

在から， 自己の幼年時， さらに母を越えた超個人的な世

界一血の伝統の流れへさからって生きていかなければ

ならなくなる。これが彼の芸術的自覚である。次の例は

1898年から1915年までの，彼の決意を時代順に並べたも

のであるが， 20年近くの隔たりがあるにも拘わらず，そ

の態度は一貫して変わるところがない。幼年時代をしば

しばうたうのも以上のような理由からである。

ぼくの中にある……ぼくより前に生きて，ぼくより先

に別れてゆこうとした人々も，ぼくという存在の中に

生きていたのだ。 （1. 198）

彼がその幼年時代を思い出すようにして下さい。意識

しなかったもの，すばらしかったもの，彼の予感に満

たされた最初の年々のあの果てしない闇多い伝説の世

界を。 （1. 198）

私たちは暗い幼年時代をもっています。そしてこの暗

がりのなかへ降りてゆくのは限りなく困難な下降で

す。……幼年時代をもつということは，一つの生を生

きる前に無数の生を生きるということです。 （1902.

12． 16）

ぼくはいつかここに建てられなければならないなにか

あるもののために，土台(13)を掘り起しているのだと

いうふうに感じている｡(1904．7．24)

幼年時代の時間よ’そのときもろもろの形象のうしろ

には単なる過去以上のものがあったのだ。そしてわれ

てそれは「火事」, ｢巨人｣‘ ； 「毒液」のように守られ

ていないことにな-る。

Kindheitの特性の第一に挙げられるものが， この

「守られていないこと」 (SchusZlos)である。この無

庇護性はどういう性質のものなのか。この詩では， さら

に「冬の獣」のように守られていないという。 ボリルケは

この動物たちをどのように理解しているのかoそれは次

の諸例から明らかである。 「怜利な動物たちは私たちが

自ら解釈した世界のなかにあって，頼りにならないこと

に早くも気づいている」（1. 685)， 「自由な動物はその

没落をいつも背後にして， まえには神をのぞゑ見てい

る。そして彼らが歩むときは，永遠の中へ歩んでゆく」

（1. 7,4） 「確かな動物は……ちょうど外を見つめる彼

らの目ざしのようにそれは純粋なのだ」(1. 715)｡ここ

で怜利で自由で確実というのは，世界を解釈し，その中

に住承ついている大人とは異なって，あるがままの世界

を捉えている点で怜利なのであって，死にすらとらわれ

ていない意味で自由であり， 「未来を見るところに一切

を見る」ゆえに純粋なのである。 この動物(10)たちのよ

うな無庇護性にかこまれた幼年時代は，積極的な意味で

すく・れた特性を所有しているといえる。この無庇護であ

るということは， また開かれた存在であり， より高い準

備性を備えた存在でもある。 リルケは，幼年時代におい

ては，内部での世界事物の純粋な存在に出会うことがで

きると感じているのである(11)o

しかし， リルケはこの無庇護性を徹底して追求する。

そこに新しい要素がつけ加えられる。先の「マルテ」は

明かりそのものになった母の愛によって慰められるが，

ここではそれは一時的なものであることが強調される。

恐怖は子どもが眠っている間にも，その内部に起こり，

増大して子どもを脅かす。第三の悲歌では， この様子を

熱帯のジャングルの景を用いてうたっている。

､

I

……Aberjれれg":werwehrte,

hindert inneninihmdieFlutender

Herkunft？

Ach, da"αγkeineVorsicht im

Schlafenden;schlafend,

abertraumend, aberinFiebern:wieer

sichein-1ie6.

……Liebte.

LiebteseinInneres, seineslnnern

Wildnis.

diesenUrwaldinihm, ･…．． （1. 695）

；

記
、

新しい要素というのは， ここに強調されている「血の伝

統の流れ」 (dieFlutderHerkunft(12))のことで

昭和47年1月



松148 尾

らの前には未来がなかったのだ。 （1. 699）

寿

への敗北であり，芸術の放棄につながる。この意志の持

続を底部で支えるものは，芸術に対する一リルケの場

合，同時に生に対する，絶対的な信仰でなければならな

い。 「人生と偉大な仕事（芸術）との間に昔ながらの敵

意がひそんでいる」 (1.655f)とはいえ，生が，いか

に怖しいものであろうとも，生が「芸術的克服という除

法を受けて，大きな生の剰余を残さぬほど，拒絶的な否

定的なものはどこにも含まれていない」（1909.8. 19）

とする，固い信念と自負とが彼の詩業を根本から支えて

いる。それを支えとして，彼は「無庇護の生を冒険」 （

2.261）していく。この意味で， リルケは実存を求めて

やまない詩人といえるのである。

次に意識下の世界に追追していく彼の方法について述

べていく。意識下の世界，あるいは無意識の世界を探求

することは，当然精神分析の領域にはいっていくことに

なる。 リルケは， この学問に対して並をならぬ関心を示

して，一度ならずこの分析の被験者になることを考えて

いるが，結局， 「消毒殺菌された魂が現れ」れぱ，それ

は怪物だとして， しりぞける。誘惑は覚えるが，他力に

よることを拒絶しているのである。彼はこうして他力に

よらず， 自己の感官の拡大と強い意志力を道具にして，

「見つづける」ことを最大の唯一の仕事とする。 「見る

ことを学ぶ」(1chlernesehen)が，彼の最大の課題

となる。マルテは根本的な問いを発する。 「文化も宗教

も哲学もあるのに，人間は人生の表面にとりついたまま

でいることもあるのではないか。」人間には「少年，少

女たち」とかいった「複数形などありっこなく，数かぎ

りない単数(nurunzahligeEinzahlen)しかない

のではないか。」(6. 727f)他の重大な疑問の場合と同

様に， 、､ja, esistm6glich〃と肯定していく。かく

して，あらゆる価値と認められているものと，彼一人と

が，対等のレヴェルで天秤にのせられてくる。

さて， この見つづけることと，見ることを学ぶ姿勢は

当然自己を映し出す「鏡」と，それを愛し見つづけるこ

とを運命とした「ナルシス」の形象を呼び起すことにな

る。後期のリルケは，鏡とナルシスとを詩材にして， し

きりにうたうが，その代表的な詩は『オルフォイスに捧

げるソネット』のいわゆるSpieqelSonettであろ

う。ここでは，鏡とナルシスがともにうたわれる。鏡は

賛美され，遂には自分の姿を見つづけていたナルシスも

賛美されるという内容をもった詩である。

（3）

前章では， リルケの考える幼年時代と，彼の芸術との

関係について述べたが，次に意識下の世界にはいりうる

彼の能力と，それを持続させる意志力と，その追追の仕

方を考えていくことにする。彼が考える内面の世界は，

「外部のあらゆる星辰間の距離をもってしても」ほとん

ど堪えられないほどの「それ自身で無限に近いのである

から」（1924.8.11)， 彼の自覚した芸術的営為の出発

点からして，途方もない目のくらむ過程を決心しなけれ

ばならなかった。しかも彼の尊敬するヤコプセンとは異

なって，郷土性も持たず，社会との精神的なつながりを

も持たなかったリルケは， この内面とかかわる仕事にい

っそう傾倒していかなければならなかったのである。

このピラミッドの頂点から，底部の横断面の意識下の

世界へ下降していくには特殊な能力を必要とする。それ

は純化と破壊していく，道に迷う能力である。感覚を越

えた感覚が要求される。しかも，通常の尺度をことえ持

続的な沈潜と凝視がなければならないo道に迷う能力と

異常な感覚については，マルテがつまりリルケが，十分

に所有していたことは証明される。机の下の黒さがぴっ
● ● ● ● ● ● ● ● ●

たりとしまっているなかを，マルテの手が伸びてゆく。
● ●

しざいに暗黒は透明になり，むこうから見知らぬ手が水

棲動物の感じで， こちらをさがす。その動きは「生と死

のたたかいのよう(14)」である有名な「手の体験」。 ま

た,鏡像は映像ではなくなり，ﾏﾙﾃ亘_Lら存在殺な
● ● ● ● ● ●

り，一方マルテはleerとなり，現実からは象出てしま
●

う「仮装の体験」。心臓の穿刺の際の「時の消失」， 自
● ● ●

己の存在の一時的停止，そのあとから，かすかなざわめ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

きをたてて駈けてきた「時」の「時間体験」などがそれ

である。そのほか，オランジェの古代の劇場の壮大な時

間の交響曲にしても，盲人が都会をよこぎるときにでき

る「ひび」にしても， 「味覚の舞踏」 （1. 740）にして

も，意識的な感覚の移換(15)によって， はじめてとらえ

られたのである。 リルケがひんぱんに行なう感覚の移換

は，時間と空間のそれである。彼が追求する問題の性質

からゑても， これは当然のことであると言えよう。

意志力の強さは，彼が憎んだという母ゆずりのもので

あった。詳説は避けるが，サロメヘの接近の仕方， タク

シス夫人への傾倒，親近のあり方，妻クララに態する妥

協のない態度，あの膨大な手紙を，長年ほとんど形をく

ずさず書きつづった持続的な忍耐などからゑても， これ

も十分に備えていたものと思われる。他の詩人と異なり

リルケの場合は， 「生に対処する態度がただ芸術なので

ある(16)」ことを考えれば，意志力を弱めることは，生

！

イ
ー

『

『

Spiegel : nochniehatmanwissend

beschrieben,

wasihrineueremWesenseid.

Ihr,wiemitlauterL6chernvonSieben
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最後に，解放された明るいナルシスや，無限にぷずか

らをつつむ完全なものが存在している場所は，どのよう

な空間であるのか，第八の悲歌を中心に考えていくこと

にする。結論を先に言えば，それは，天使ならば自由に

出入りのできる「開かれた世界」である。しかし，人間

には閉ざされている世界である。第八の悲歌では，これ

を多様な形象でうたいあげ，常に傍観者である人間の存
在を嘆いている。

「開かれた世界」とは，幼いころ， ときにひそかにそ

のほとりに迷いこんだ世界｡そして｢ぶ､の厳､のどこ
● ●

でもないところ('9)」－「否定のないどこでもないと

ころ」 (NirgendsohneNichts)であって， したが

って，遍在(iiberall)でもある世界。当然「人間の思

惑や利害や興味などとは無関係(20)」の純粋な空間であ

る。 「死から自由」の「生死一如(21)」の世界でもあ

る。難解なところであるが，いちおう次のように考えら

れよう。子どもが放心していて， この世の外に出てしま

って見ている世界に，隠れた高い秩序がそなわっている

世界。この現実世界の凸面で作られた凹面の空間。 リル

ケは，他の場所で， とりわけ， 『オルフォイスに捧げる

ソネット』の中で， この「開かれた世界」の形象化を執

勘に行なっている。明るさも暗さも，あらゆるものが安

らっている世界(22)。魚の言葉であるかも知れないもの

を，魚のいないところで，私たちが語る一つの場所(23)。

古代の石棺の長い沈黙(24)などがそれである。 しかし,

形象でいくら表わしても表わしきれるものではない。ひ

とまず，次のように定義づけておくことにする。 「開か

れた世界」とは，極微でありながら，存在の一切が含承

こまれ，存在と質とが一つになっているミクロコスモス

あるいは，それらの集合体である無限の大である。

それが可能であろうとなかろうと，以上のような世界

へ参入するための仕事を， リルケは芸術の第一義とし

たのである。 リルケの生と芸術にとって， この意味で

Kindheitは， まさに宝庫であったといえよう。

erfiilltenZwischenraumederZeit｡

Ihr,nochdesleerenSaalesVerschwender-,

wennesdammert,wieWalderweit…･･･

UndderLiistergehtwieeinSechzehn-

EnderdurcheureUnbetretbarkeit.

ManchmalseidihrvollMalerei.

Einigescheinen"euchgegangen－．

andereschicktet ihrscheuvorbei.

AberdieSch6nstewirdbleiben-,bis

driibeninihreenthaltenenWangen

eindrangderklaregel6steNarzi6.(1.752)

リルケは，鏡を単なる反射面として取り扱わない｡鏡

は空間であり，生命を持ったもも(etwasBeseelt-

eS(17))であり，そこで真の実存が可能になる場所の象

徴(18)として取り上げられている。したがって， そこに

「髪毛を流れ入れる」こともでき， 「鏡の中から自分を

静かに飲むこと」 (1.624f)もできるのである。 「ふ
め

るいの孔ばかりで満たされている時の間の空間」が鏡の

本質であって，価値のないものは素通りさせ” 「いちば

ん美しいひと」だけが，そこにとどまることができる。

女たちは，鏡の中に「自分の本質をそこに見出して，読

象とっており，……二重に存在して，全きものになる」

反面，男たちは「鏡の中へ落ちていく」 （2. 181）とい

うのも「ふるいの孔」によって選別された結果にほかな

らない。では， そこに到達するにはどうすればよいの

か。ナルシス的な生を生きる道しかなくなってくる。ナ

ルシス的な「自分から出ていったものを，再び吸収し…

…うっとりとして，さまざまの姿の圏を閉じ，自分を放

棄しながら,もはや存在しなくなる」（2.56）ような生き

方である。

この「さまざまの姿の圏を閉じる」ことは， リルケに

とっては｢無限にゑずからをつつむ完全なもの」（2.575）

で，彼の望む理想の存在形式であった。具体的には，待

ち望んで入ることを許された，先の詩の最後の「解放さ

れた明るいナルシス」(derklaregel6steNarzi6)

の姿である。自分から出て， また自分の中へ帰って来た

ものを愛するナルシスのように， リルケは， 自分から出

ていったものとりわけKindheitを， 自分へ帰って来

させなくてはならない。明るい解放された存在にならな

ければならない。これが彼の芸術的要請であった。

なお，先の詩(2.56）の最後は,undkonntenicht

mehrseinである。 「もはや存在することができなか

った」というのは， この世の存在を越えた存在を獲得し

たの意味で， 肯定的な発言であることはもちろんであ

る。

③

惑

3

（4）

さて， この失なわれた幼年時代を取り戻すためには，

実際に通りすぎてきた自分の幼年時代に，さまざまな仮

定の相を付け加えていかなければならない。つまりフィ

クションの付与である。リルケの場合,その恰好の舞台は

幼年学校であったににがいない。悲惨の色を濃くするこ

とによって，現在の不安を増大させることができるから

でもある。この不安がリルケにとって不可欠であること

は先に述べたとおりである。この意味で幼年学校時代は

彼にとって「恐怖の入門書」でなければならなかった｡

このように推定する根拠になるものは，まずリルケが後

罰
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側 松 ’ 《崖．

年語るように, ’五年間が一貫して暗黒であることの不自

然さはありえないごとのように思われるからであるd.全

くその反対もありえないように｡子どもの集団の世界に

ありがちな;'どこかには,あらわれてくる明るさの一点

すら見当らない｡そうした五年間の歳月は忍耐できるも

だろうか｡彼は確かに退学をした。がそれなら退学後も

なぜことさら幼年学校の制服である軍服を着て外出する

のを好んだのだろうか。彼の証言どおりなら，死んでも

着たくない服だったはずである｡ ，

｢恐怖の入門書」としなければならなかったと推定す
るもう一つの根拠は,初期詩集の中に，五年間の暗いか

げが全く見当らないことである。後期のリルケにとって

は，この杼情的な上すべりや,偶然からなる初期詩集は

堪えがたいものであったはずである。彼の芸術観からす

れば,彼の人生のどの部分をとり出してゑても，不安の

色に染まっているのでなければならない。初期詩集のこ

ろのリルケは取り返しのつかないあやまちをおかしてし

まったoとり返しのつくのは，幼年学校時代である。こ

この生活の不安の色を濃くすることによって，現在がそ

の不安に養われて充実してくる。

、根拠のもう一つは，いささか突飛に聞えるかも知れな

いが，当時,母からの解放感， 自由感を， この集団の中

で感じていたのではないかということである。 「消息不

明の非現実」の（1904） ， 「それ自身うつるな，妖怪じ

ゑた」（同上)母親からの脱出，その偏愛からの自由を

このとき得たのではないだろうか。もちろんリルケは，

このことについては,一切触れていない。しかし， この

時期に，『マルテの手記』にすでに見られ,後まで変る

ことのなかった,彼の愛の概念が，幼い形ではあるが，

萠芽を見せているような気がする。それは愛されること

の拒否の姿勢であるd 「放蕩息子」について,マルテは，

次のように言う。

~:寿

である。すでに当時， この愛されるこをの非合理から

逃れえた自由感を味わっていたのではないか。こう推定

すれば, （1）で触れた当時の母宛の手紙などに「苦痛

の反映が見られないのも」納得がいく。当時彼が，母親

を心配させまいとしたという想像(25)は，子どもとして

不自然であるし，すでに母親を信頼していなかったとい

う断定も，肉身間の愛憎からまる心情を考えれば，早急

な割り切り方であると言えよう。母を愛し(26)ながら，

リルケはその愛に対して拒絶的なのである。先の引用の

部分を読承替えて言えば， 「母がリルケの愛に応じよう

としはせぬか， 日々その不安におびえつつ.;.…母の心を

傷つける」のである。

こうして作り上げたKindheitを媒介として， リル

ケは「増減のない未来と過去」 （1 720).を一身に具現

しようとする。その際「幼年時代の思い出には予感のよ

うなとりとめなさが， こびりついているので，ほとんど

未来のものであるかのよう」 （6. 945）に感じつつ，ナ

ルシス的な生を生きたのである。

Erverga6Gottbeinahiiberder:harten "

.Arbeit,sichihmzunahern,undalles, i

WasermitderZeitvielleichtbeiihm

zUerreichenhoffte,war>sapatiencede

supprterUneame< " (6.944) ･

密

'
一

TEXTE

RainerMariaRilkeSamtlicheWerke in

sechsBanden,Hrsg・ VomRilke-Archiv

inVerbindungmitRuthSieber-Rilke,

besorgtdurchErnstZinn,Frankfurt/M"
‘ 毎 』

1955-1％6．

〔文中の作品の引用は，たとえば（1.50）は第一巻の

50頁を示す｡]

RilkeBriefe,Hrsg・ vomRilke一

.ArchivinVerbindungmitRuthSieber一

RilkebesorgtdurchKarlAltheim,
青

-Wiesbadenl950・

〔文中の引用はすべて日付で示す。なお訳は次の書に

よる。 「リルケ書簡集I , I人文書院1968年] r

BriefeaneinenjungenDichter

Insel-BiichereiNr、 406

BriefeaneinejungeFrau

InselBtichereiNr.409

Erkranktesiemitseinergroben
l 。 ． 』

Bezahlung,VonTagzuTagbang, sie

k6nntenversuchen,faufseineLiebe

einzugehen. DennerhattedieHoffnung

nicht.rnehr,dieLiebendezuerleben,.die

ihndurChbraCh.. - (6. 941)

……SeineGebarde,dieunerh6rteGebarde,

diemannievorhergesehenhatte;die

GebardedesF1ehens,mitderersichan

ihreFii6ewarf, Siebeschw6rend, daP

sienichtliebten. (6. 945f)

~愛されることは」，『マルテの手記』の原稿欄外の書き

こゑである「燃えたつこと」であり，「消滅すること」

さ

限
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第4巻：富士川英郎氏訳によった。なお他訳に「血
統の高潮」もある。

⑬ここの「土台」は文脈上から， 「意識下の内面の世
界」の意である。

⑭Seifert,W:DasepishceWerkRainer
MariaRilkes,Bonnl969. S.253この部分に

つづいて， 「この手の大きさはちがっても，やはり

鏡像の一種だ」といっている。

⑮他にこれらと類似のとらえ方は数多い。たとえば，

「空間を一つの容器と変える」 （2. 244） 「夕べの

陶器」 （1. 710） 「精神的重承」が物理的重象と等

しく扱われる（1.733） 「多音の光」 （1.753）など
である。

Hahna. a.0. S.31にも同種の指摘がある。

⑯手塚富雄:a・ a．O、 S.371

⑰Kunz,M.:Narzi6,Bonnl970S.27

⑱a. a.O. S.31

⑲岩波版：本文訳では， 「否定のないどこでもないと

ころ」(S､61)と訳し，解説のところで(S. 156).

このように説明している。

（鋤．③) a. a.O. S.155

"RilkeSamtlicheWerkel． S.745

a. a．O、 S.765

"a. a.0. S.737

鱒手塚富雄:a. a.O、 S.130

燭しかし， リルケの多くの発言は「母を憎む」であ

る。その代表的なものは， 1915年に成った''Ach
l〃

weh,meinMutterrei6tmichein……

（2.101）であろう。手紙では， 1903． 4． 3， 1924．

8． 17， 1926． 3． 17，などで強調されるが，屈折の

多い愛の裏返しの表現として受けとりたい。

ANMERKUNGEN

(1) アンジェロス： リルケ新潮社1957年， リルケの

時代区分につけられた標題

(2)正確には，ザンクトペルテン兵学校と，モラヴィア

のヴァイスキルヘンの兵学校。以下すべて「幼年学

校」とした。

(3)手塚富雄：ケォルゲとリルケの研究岩波書店

1％0年, S.130

(4) Bauer,A. :RainerMariaRilke,Berlin

l970． S,13

(5) Buddeberg.E、 :RainerMariaRilke,

eineinnere-Biographie,Stuttgardl954.

S、 6

(6) Budderberga a.O.S， 7

(7) Bollnow,0.F. :Rilke,Stuttgart l956.

S､37

(8) カッシラー,E. :人間，岩波書店1955. S. 71

(9) Bollnowa. a.O. S.63で次のように言う。

DasFurchtbarstealsoistzugleichwieder

dasVertrautete･…･･DasSchreckliche ist

zugleichdasFreundliche.

⑩ベンヤミン,W. :文学の危機晶文社 1969年。

S.125で次のように言う。「カフカにとっても，か

れに重要な事実の世界と同じく，無視できないのが

祖先の世界であった。そしてこの祖先の世界が動物

のところへ通じていったことはたしかである。さら

にこの動物は，カフカの場合にかぎらず，忘れられ

た世界を保存する倉庫なのである。」リルケの場合

もこれと同じであろう。

⑪Hahn,K. J. :RainerMariaRilke,

Regensburgl949． S.30

⑫ドウイノ悲歌（岩波文庫）では， 「幾世代をつらぬ

きやまぬ奔流」と訳す。ここでは， 「リルケ全集」

詞

鼠

〃 〔文中の『マルテの手記』の訳は，川村二郎氏の

訳（集英社1％9年）を使わせていただいた｡]；

罰

昭和47年1月
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